
萌える海と大地。さわやか交流郷

人形劇 「三匹の子ぶた」が始まると真
負」な目つきになつた子どもたち。(写真)

さ<ら んぼの会が親と子の楽 しい時間
を過ごしてもらおうと ｀

さ<ら んぼまつ
り、をは じめて 5□ 目。

子どもたちが一番楽 しみにしてしヽるの
は人形劇、同会のメンバーによる手作 り
人形|よ子どもたちを楽 しませてくれまし
た三。
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特
別

ホ
ー
ム
韓

10月暑では、特■l」養護老人ホー△標津はまな

す苑の施設設備についてご案内しましたが、今

回は施設のll」用についてご案内します。

地

申
請
を
受
け
ま
す
と
北
海
道
が
必
要

事
項
を
調
査
し
て
、

入
所
を
決
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（平
成
二
年

度
か
ら
は
、

入
所
決
定
権
が
北
海
道

か
ら
町
村
に
事
務
移
譲
さ
れ
ま
す
ぜ

▼
入
所
の
費
用
負
担
は
―

入
所
費
用
は
、

入
所
者
本
人
の
負

担
能
力
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

本
人
の
負
担
額
が
措
置
費

支
弁
額
に
満
た
な
い
場
合
は
、

そ
の

差
額
の
範
囲
内
で
扶
養
義
務
者
の
負

担
能
力
に
よ
っ
て
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（負
担
額
は
、

所
得
税
額

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

▼
入
苑
時
に
必
要
な
も
の
は
―

入
苑
す
る
場
合
は
、

次
の
も
の
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
戸
籍
謄
本

②
転
出
証
明
書

（町
外
か
ら
入
苑
の

方
の
み
。

町
内
に
在
住
の
方
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
の
転
居
届
。）

③
健
康
保
険
証
、

老
人
医
療
受
給
者

証
④
年
金
、

恩
給
等
の
証
書
や
子
帳
、

身
障
者
手
帳
、

預
金
通
帳
と
印
鑑

⑤
バ
ス
タ
オ
ル

（五
枚
位
、

大
判
の

も
の
）

⑥
洗
面
道
具
、

そ
の
他
の
日
用
品

②
衣
類

（下
着
と
普
段
着
）

③
ス
リ
ッ
パ
と
靴

⑥
オ
ム
ツ

（使
用
中
の
方
、

若
千
）

声粍
一）

▼
お
世
話
の
概
要

●
健
康
管
理

医
師
が
定
期
回
診
を
行
い
疾
病

の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

●
お
食
事

し
好
と
栄
養
を
考
慮
し
て
献
立

を
し
、

豊
か
で
楽
し
い
食
生
活
に

な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
日
常
生
活

食
事

・
入
浴

・
洗
濯
な
ど
日
常

生
活
に
必
要
な
介
助
は
寮
母
が
親

切
に
お
こ
な
い
ま
す
。

●
寝
具

。
日
用
品

寝
具
は
苑
が
準
備
し
、

ち
り
紙

石
け
ん
な
ど
の
日
用
品
は
支
給
し

ま
す
。

▼
娯
楽
に
つ
い
て

テ
レ
ビ
。
新
聞
・
雑
誌
を
用
意

し
、

誕
生
会
な
ど
楽
し
い
行
事
を

実
施
し
生
活
に
変
化
を
つ
け
ま
曳

苑
は
入
所
し
て
い
る
方
の
家
庭
で

す
か
ら
、

家
族
的
な
生
活
を
確
保
し

て
い
き
ま
す
。

＊
次
回
は
、

デ
ィ
・サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲建設I事 が進む「標津はまなす苑」

す
斑

利

用

の

ご

案

内

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

入
所

利
用
の
施
設
で
あ
る
こ
と
は
前
回
ご

案
内
し
ま
し
た
が
、

入
所
利
用
で
き

る
人
は
ど
の
よ
う
な
人
で
し
ょ
う
か
。

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
が

い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
ね
た
き
り
の
状

態
や
、
日
常
生
活
の
中
で
も
入
浴
や

食
事
な
ど
家
族
の
介
護
を
受
け
な
け

れ
ば
生
活
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た

場
合
で
、

家
庭
の
事
情
な
ど
に
よ
り

家
族
か
ら
必
要
な
介
護
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
、

あ
る
い
は
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
居
宅
で
の
日
常
生
活
が
で

き
な
い
場
合
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
利
用
の
申
請
は
―

町
福
祉
課
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す

の
で
必
要
事
項
を
記
入
し
、

入
所
者

本
人
の
健
康
診
断
書
を
付
け
て
申
請

し
て
下
さ
い
。

お
問
い
合
せ
は
、

町
役
場
内
社

会
福
祉
法
人
標
津
福
社
会
事
務
局

な
２
１
２
１
３
１

（内
線
１
３
５
）

ま
で
。



● SO母 移 も 腕 繭 淋 鮎 轟 亜

勝員の決め手はどこか…た<さ んの選手たちが標津町に現われ―瞬の間に消えていった。

第6回
鵜 遷

マチか らマチヘ と自転車

によるレースが展開 された

第 6回 ノ`ール ・ ド北】事吏圭。

1 0 月1 2 日か ら 6 日 間の 日程

で行 なわれ ま した。

標 津口丁には10月 13日 、 住

吉町 ・太平洋石油前、10月

14日西北標津 ・瑠辺斯付近

(国道244号)を 通過 しま し

た。

力走す る選手たち余沿道

か らの声援が上 っていま し

た。

10月10日の体育の 日に総合体育館

でふれあいスポーッデーが開催 され

ました。 ミニバ レーボール大会では

職場 ・町内会 な どか ら400人 余 りが

参加 して和気 あいあい と汗 を流 して

いました。

▲
太
平
洋
石
油
前
か
ら
中
標
津
方
面
ヘ

向
う
サ
イ
ク
リ
ス
ト
た
ち

「勲五等瑞宝章」
故新山圭一郎さん6助

へ
き
地
複
式
教

育
の
振
興
の
た
め

に
情
熱
を
傾
け
て

い
た
忠
類
小
学
校

校
長
の
新
山
圭

一

郎
さ
ん
が
本
年
七

月
十
七
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

故
人
の
へ
き
地
教
育
の
振
興
に
尽

く
さ
れ
た
数
々
の
功
績
が
認
め
ら
れ

七
月
十
七
日
付
で
従
六
位
勲
二
等
瑞

宝
章
を
受
け
、

十
月
三
日
に
失
吹
標

津
町
教
育
委
員
長
か
ら
妻
の
美
智
子

さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

3

▲つらい息をフーフーとかきながらのぼり坂を走行

伝達を受けた妻の美智子さん

＞
大
ぜ
い
の
人
が
参
加
し
た
ミ
ニ
バ
レ
ー

会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

く
婦
人
の
参
加
が
多
か
っ
た

ミ
ニ
バ
レ
ー
、

チ
ー
ム
の

作
戦
会
議
か
は
た
ま
た
井

戸
端
会
議
か
？



aso母 鬱 毬 既 調 囲 □ 弱 弧

佃日本空手協会標津支部

九
月
二
十
七
日
に
道
立
中
島
体
育

セ
ン
タ
ー
で
第
二
十
回
全
道
空
手
道

選
抜
選
手
権
大
会
が
行
な
わ
れ
、

仙

日
本
空
手
協
会
標
津
支
部

（荒
谷
文

明
会
長
）
の
選
手
が
各
種
日
で
優
勝

者
二
人
を
出
す
な
ど
好
成
績
を
あ
げ

ま
し
た
。

同
支
部
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（敬
称
略
）

▼
一
般
・大
学
・高
校
生
女
子
組
手
の

部
優
勝
（札
幌
市
教
育
長
賞
）―
藤
本

幸
子
（標
津
高
校
三
年
）
▼
小
学
生
子

六
年
男
子
型
の
部
優
勝
（北
海
道
テ
レ

ビ
賞
）―
古
川
倫
也
（標
津
小
学
校
六

年
）
▼
中
学
生
男
子
組
手
の
部
三
位
‐

大
菅
学
（標
津
中
学
校

一
年
）
▼
小
学

生
子
六年
女
子
型
の
部
三
位
‐大
菅
小

百
合
（標
津
小
学
校
六
年
）
▼
小
学
生

三
占
年
女
子
型
の
部
三
位
‐大
菅
淳
子

（標
津
小
学
校
三
年
）

〇
優
勝
者
二
人
の
声

〈藤
本
さ
ん
〉

今
ま
で
の
指
導
者
の

お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

り
ま
す
。

〈古
川
く
ん
〉

練
習
は
つ
ら
か
っ
た

が
優
勝
で
き
と
て
も
う
れ
し
い
で
丸

　ヽ
　
）

町
内
で

意
外
と

の
か
け
忘
れ

空
き
巣
が
横
行
す
る
時
期
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、

十
月
十
七
日
標
津
町

防
犯
協
会
（川
畑
二
郎
会
長
）
は
、

警

察
の
協
力
を
得
て
標
津
市
街
と
川
北

市
行
を
対
象
に
留
守
宅
施
錠
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

調
査
件
数
二
百
戸
中
、

六
十
八
戸

が
留
守
、

こ
の
う
ち
な
ん
と
九
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
六
十
三
戸
が

無
施
錠
で
し
た
。

空
き
巣
は
、

あ
な
た
の
家
を
狙
っ

く
町
内
を
巡
□
す
る
防
犯
協
会
役
員

と
警
察
官

て
い
ま
す
。

外
出
す
る
時
は
、

住
宅

の
み
な
ら
ず
倉
庫

・
物
置
も
必
ず
カ

ギ
を
か
け
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し

，Ａ一ヽ
「ノ。

ま
た
、

自
動
車
か
ら
降
り
る
時
は

必
ず
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を

し
寺
干
し
ょ
つヽ
。

空
き
巣
か
ら
財
産
を
守
る
の
は
、

あ
な
た
自
身
で
す
。

ジ
ャ
ズ

・
コ
ン
サ
ー
ト

の
ご
案
内

「
Ｓ

Ｗ

ｉ

Ｎ

ｅ

　

Ｎ

１

０

Ｈ

Ｔ

」
開

催

カ
ム
イ
チ
ェ
ッ
プ

・
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
（矢
吹
真
人
代
表
）
で
は
、

ジ
ャ
ズ
の
ま
ち
根
室
市
の
バ
ン
ド
仲

間
で
あ
る
イ
ー
ス
ト

・
ポ
イ
ン
ト

・

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

「
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

あ
な
た
も
ゆ
っ
く
り
と
ジ
ヤ
ズ
を

聴
い
て
、

素
敵
な
夜
の
ひ
と
と
き
を

ど
う
ぞ
…
。

●
日
時
／
十

一
月
二
十

一
日
働

午
後
六
時
三
十
分
開
演

）

（六
時
間
場
）

●
場
所
／
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

●
入
場
料
／

一
、

五
〇
〇
円

（当
日
二
、

○
○
○
円
）

●
内
容
／
〈第

一
部
〉

カ
ム
イ

・
チ

ェ
ッ
プ

・
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏

〈第
二
部
〉
イ
ー
ス
ト

・

ポ
イ
ン
ト

・
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
演
奏

〈第
三
部
〉

合
同
演
奏

※
前
売
券
は
標
津
中
央
公
民
館
と
川

北
公
民
館
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

▲賞状を手に喜ぶ部員たち

に保季で行なわれた「根雲ウィンタージャズフェス
ティバル」より

▲



サ
ー
モ
ン
科
学
館
十
一
月
の
み
ど
こ
ろ

九
月

か
ら
十
月
ま

で
た
く
さ

ん

の

サ

ケ
た
ち

が
遡
上

（
そ
じ

ょ
う
）
し

て

い
た
魚
道
水
槽

で
す

が
、

十

一
月
か

ら
は
シ

ロ
ザ
ケ

の
産
卵
行
動
を
見

せ

る

コ
ー
ナ
ー

に
切
り
替
え
ま
す
。

シ

ロ
ザ

ケ
は
、

川
底

か
ら
わ
き
水

の
あ

る
所
を
産
卵
場
所

に
選

び
ま
す
。

そ

の
た
め
、

水
槽

の
底

に
は
わ
き
水

に
替
わ

る
水
を
出
す

た
め

に

エ
ン
ビ

パ
イ
プ
を

い
れ
、

そ

の
上

に
砂
利
を

敷
き
積

め
ま
す
。

水
槽

に
は
雌
を

二
匹
、

雄
を

三

～

四
匹

い
れ
ま
す
。

す

る
と
、

雌
同
志

は
産
卵
場
所
を
雄
同
志

は
雌
を

め
ぐ

っ
て
争

い
ま
す
。

ペ
ア
が
出
来

る
と
雌
は
尾
鰭
を
使

い
、

卵
を

い
れ
る
た
め

の
産
室
を
作

り
ま
す
。

そ

の
間
、

雄

は
近

づ

い
て

来

る
他

の
雄
を
追

い
払

っ
た

り
、

体

を
震
わ

せ
て
雌
を
力

づ
け
た

り
し
ま

す
。

こ
う
し

て
産
卵

と
な

る
わ
け

で

す

が
、

産
卵

の
擁
間
は
昨
年

の
場
合

一
日
に

一
～
三
回
程
度

で
な

か
な

か

見
る

こ
と

が
出
来
ま

せ
ん
。

し
か
し

産
卵
ま

で

の
過
程

は
き

っ
と
皆
さ
ん

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ

、
「
′
。な

お
、

十

一
月
か
ら
は
水
曜
日
が

休
館
日
に
、

十
二
月
か
ら

一
月
ま
で

は
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
来
館
の
際

は
お
気
を
付
け
下
さ
い
。

サ
ー
モ
ン
科
学
館
の
大
水
槽
を
見
る

八
館
者

今
月
は
質
問
が
き
て
い
ま
せ
ん
の

で
、

館
内
で
お
客
さ
ん
か
ら
よ
く
質

問
さ
れ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
み
ま

し
た
。

Ｑ
　
展
望
室
の
高
さ
は
何
メ
ー
ト
ル

あ
る
の
？

Ａ
　
展
望
塔
の
高
さ
は
三
十
六

ｍ
で

展
望
室
は
三
十

ｍ
で
す
。

Ｑ
　
水
槽
の
水
は
汚
く
な
ら
な
い
の

？
Ａ
　
水
槽
の
水
は
溜
め
た
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、

魚
の
排
出
物
や
餌
の

残
り
な
ど
で
汚
れ
て
し
ま
い
魚
は

死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

水
を
ろ
過
し
て
い
ま
す
。

ろ
過
と

は
本
を
こ
し
て
不
純
物
を
取
り
除

く
こ
と
で
す
。

科
学
館
で
は
ろ
過

を
す
る
た
め
に
砂
を
使
っ
て
い
ま

す
。

水
を
砂
に
通
す
と
砂
の
表
面

）

に
有
機
物
な
ど
を
分
解
し
て
く
れ
る

バ
ク
テ
リ
ア
が
発
生
す
る
あ
で
水
は

長
期
間
き
れ
い
な
ま
ま
保
た
れ
る
わ

け
で
す
。

こ
の

コ
ー
ナ
ー

で
は
、

皆
さ
ん
か

ら
質
問

・
ご
意

見
を
募
集

し

て

い
ま

す
。

内
容

は
問

い
ま

せ
ん
。

質
問

・

ご
意

見
は

ハ
ガ
キ
も

し
く

は
直
接
科

学
館
受

付
ま

で
お
願

い
し
ま
す
。

電

話

で
の
受
付
は
致
し
ま

せ
ん

の
で
ご

了
承
下
さ

い
。

住

所

¨
０
８
６
８
１
６

標
津

町
標
津
サ
ー

モ
ン
科
学
館

「
Ｑ
＆
Ａ
」
係

ま

で

な

お
、

こ

の

コ
ー
ナ
ー

に
掲
載
さ

れ
た
質
問

に
は
粗
品
を
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
ま
す

の
で
住
所

・
氏
名

・
年
齢
を

／
お
忘
れ
な
く
。

●
サ
ー
モ
ン
科
学
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ

ス
タ
ー
が
出
来
ま
し
た
。

当
館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
が

出
来
ま
し
た
。

す
で
に
新
聞
等
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ご
存
じ
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ポ
ス
タ

ー
に
は
科
学
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る

十
八
種
類
の
サ
ケ
科
の
魚
た
ち
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
魚
の
和
名

・

英
名

・
学
名

・
ロ
シ
ア
名
を
表
示
し

て
い
ま
す
。

一
枚
七
〇
〇
円
で
サ
ー
モ
ン
科
学

館
の
受
付
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

（送
料
別
で
地
方
発
送
も
し
て
い
ま

す
じ

オリジナルポスター



】エ

「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
い
き

て
い
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
１１
月
竹

日
困
～
４７
日
図
を

「税
を
知
る
週
間
」

と
し
、

今
年
も

「暮
ら
し
を
支
え
る

税
」
を
テ
川
マ
に
広
く
国
民
の
皆
さ

ん
に
税
の
憲
義
や
役
割
り
を
正
し
く

理
解
し
、

者
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う

各
種
行
事
を
幅
広
＜
行
な
い
ま
す
。

●
主
な
行
事

▽
日
時
　
竹
用
フ
日
働
～
４０
日
側

開
店
時
間
中

▽
場
所
　
ンヽ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

東
武

▽
内
容
　
税
の
な
ん
で
も
相
談

（無

料

・
小
学
生
の
書
道
展

・

税
の
ゆ
＜
え
写
真
展

・
租

税
資
栂
パ
ネ
ル
展

・
税
金

ワ
イ
ズ

・
ビ
デ
オ

ネ
詳
し
＜
は
、

根
窒
税
務
署

（電
話

０
４
５
３
２
１
３
１
３
２
６
「
）

本
年
度
も
、

申
告
事
務
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
に
、

次
の
通
り
説
明
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

「
（
個
人
（青
色

・
白
色
）事
業
者
に

対
す
る
年
末
調
整

・
決
算
説
明
会

●
営
庶
業

▽
日
時
　
４２
用
「
日
側

１０
時
～
確
時

▽
場
所
　
標
津
町
役
場
基
幹
集
落
セ

所
得
者
が
配
偶
者
特
別
控
除
の
対

象
と
な
る
配
偶
者
を
有
す
る
場
合
に

は

「給
与
所
得
者
の
配
偶
者
特
別
控

除
申
告
書
」
を
勤
務
先
に
提
出
す
る

財
要
が
あ
り
ま
す
。

３
、

保
険
料
控
除
等
の
申
告

本
人
が
直
接
支
払
っ
た
生
命
保
険

料
、

損
害
保
険
料
な
ど
は
、

給
与
所

得
か
ら
控
除
し
ま
す
。

控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、「綺

与
所
得
者
の
保
険

料
控
除
申
告
書
」
を
勤
務
先
に
提
出

す
る
動
要
が
あ
り
ま
す
。

４
、

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
申
告

こ
の
控
除
を
受
け
る
最
初
の
年
の

に
つ
い
て
は
、

確
定
申
告
に
よ
り
ま

す
が
、

そ
の
後
の
年
の
に
つ
い
て
は

年
末
調
整
の
際
に
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。も

ン
タ
ー

●
漁
業

▽
日
時
　
セ
月
１
日
側

４４
時
～
４６
時

▽
場
所
　
標
津
漁
業
協
同
組
合
会
議

窒

２
、

会
社

，
官
公
庁
に
対
す
る
年
末

調
整
説
現
会

▽
日
時
　
竹
月
２５
日
囚

側
時
ヽ
セ
時

▽
場
所
　
標
津
町
商
工
会
　
〈不
誘
窒

＊
詳
し
く
は
、

根
窒
税
務
署

（電
話

０
１
５
３
２
１
３
１
３
２
６
１
）

¨
税
務
相
談
室
釧
路
の
室
で
は
、

次

の
通
り
相
談
宮
を
派
遣
し
、

税
務
相

談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

税
金
に
関
し
て
、

わ
か
ら
な
い
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
利
用
下
さ

い
。

▽
開
設
日
　
奇
数
月
の
２５
日

（
２５
日

が
上

。
日

・
祝
国
の
場

合
、

後
の
平
日
）

▽
時
　
間
　
句
時
～
１６
時

▽
場
　
所
　
中
標
津
町
商
工
会

今
月
は
、

固
定
資
産
税

（３
期
）

の
納
期
で
す
。

１４
用
３０
日
ま
で
次
の

所
で
納
入
願
い
ま
す
。

１
、

町
指
定
金
融
機
関

根
室
信
用
金
庫
各
本
支
店

２
、

町
収
納
代
理
金
融
機
関

標
津
町
農
業
協
同
組
合
、

標
津
漁

業
協
同
組
合
、

北
海
道
労
働
金
庫

中
標
津
支
店
、

北
海
道
拓
殖
銀
行

中
標
津
支
店
、

北
洋
銀
行
中
標
津

支
店
、

釧
路
商
工
信
用
組
合
中
標

津
支
店

３
、

収
納
代
理
郵
便
宮
署

町
内
各
郵
便
周

４
、

収
入
役
・出
納
員
・現
金
取
扱
員

サ
ラ
リ
ト
マ
ン
の
結
５
に
つ
い
て

の
所
得
税
は
（
毎
月
の
結
糊
や
ボ
ー

ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
の

一
年
間
の
合
計
額

と
そ
の
年
の
結
与
総
額
に
対
す
る
正

規
の
年
税
額
と
は

一
致
し
な
い
の
が

通
常
で
す
。

こ
の
た
め
、

そ
の
年
最
後
の
結
対

や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
と
き
に

過
不
足
額
の
精
算
が
以
要
と
な
り
ま

す
。こ

の
精
算
手
続
き
を
「年
末
調
整
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

●
年
末
調
整
を
受
け
る
際
の
注
意
点

「
、

扶
養
控
除
等
の
申
告

ｔ

年
末
調
整
は
、

勤
務
先
に

「結
与

所
得
者
の
扶
蓋
控
除
等
（異
動
）申
告

書
」
を
提
出
し
て
い
る
人
に
つ
い
て

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

扶
養
親
族
な
ど
が
な
い
人
で
も
こ
の

申
告
書
を
提
出
す
る
動
要
が
あ
り
ま

す
。

２
、

配
偶
者
特
別
控
除
の
申
告



じ

③
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
で
定
　
　
は
積
極
的
に
通
報
を
ノ

）

「憂
称
――
ニ
ュ
ー
ナ
イ
ス
プ
ラ
ン
」

生
存
保
険
金
付
養
老
保
険
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
に
、

生
存
保
険
金
の

支
払
後
も
死
亡
保
険
金
額
の
減
額
を

し
な
い
タ
イ
プ

（保
険
期
間
４５
年
及

び
２０
年
）
を
新
設
し
ま
し
た
。

●
生
存
保
険
金
付
定
期
保
険
の
改
善

「愛
称
―
マ
イ
プ
ラ
ン
」

生
存
保
険
金
付
定
期
保
険
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
に
、

死
亡
保
障
を
改

善
す
る
と
と
も
に
、

生
存
保
険
金
の

支
払
時
期
を
変
更
し
ま
し
た
。

●
最
低
保
険
金
額
の
引
上
げ

保
障
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、

特
別
終
身
保
険
、

普
通
養
老
保
険
等

に
つ
い
て
最
低
保
険
金
額
を
引
き
上

北
海
道
障
害
者
職
業
訓
練
検
で
は

次
の
と
お
り
訓
練
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
募
集
科
目
…
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科

・

建
築
製
図
科

・
電
子
機
器
科

・
プ
リ

ン
ト
メ
デ
ィ
ア
科

・
貴
金
属
工
芸
科

・
皮
車
工
芸
科

・
家
具
工
芸
科

・
被

服
縫
製
科

▼
応
募
資
格
…
職
業
的
自
立
の
意
志

が
強
い
人
。

障
害
の
症
状
が
固
定
し

て
お
り
、

技
術
習
得
や
集
団
生
活
が

司
能
な
人
。

晴
報
ビ
ジ
ネ
ス
料
及
び

建
築
製
図
科
は
高
等
学
校
を
卒
業
じ

た
人
、

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
で

入
学
時
４８
牙
以
上
の
人
。

▼
願
書
受
付
期
間
…
高
卒
以
上
―
平

成
４
年
佃
月
１
日
か
ら
竹
月
割
日
ま

で
。

中
卒
及
び
離
転
職
者
―
平
成
４

年
姥
円
「
日
か
ら
平
成
５
年
１
月
釧

日
ま
で
。

▼
入
模
中
の
特
典
…
授
業
料
、

教
材

費
は
無
絹
。

屋
用
保
険
の
受
結
資
格

者
に
は
、

修
了
日
ま
で
屋
用
保
険
が

延
長
綺
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
＜
は
、

次
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

砂
川
市
焼
山
６０
番
地

北
海
道
障
害
者
職
業
訓
練
検

ａ
①
「
２
５
１
５
２
１
２
フ
ア
４

国
立

小
縛
海

員
学
模

▼
募
集
人
員
　
約
３０
名

▼
修
業
年
限
　
３
年

▼
受
験
資
格
　
中
学
卒
業
以
上

（平

成
５
年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

▼
願
書
受
付
　
平
成
５
年
１
月
９
日

か
ら
２
月
３
日
ま
で

▼
入
学
試
験
日
　
平
成
５
年
２
月
フ

日
▼
試
験
科
目
　
国
語

・
数
学

・
実
語

根
窒
支
庁
中
標
津
台
同
庁
舎
で
魯

月
開
設
し
て
い
ま
し
た
道
税
の
臨
時

窓
□
は
、

側
円
３０
日
を
も
っ
て
廃
止

い
た
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、

次
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〒
０８７
根
窒
市
常
盤
町
３
丁
目
２８
番
地

根
奎
支
庁
地
方
部
税
務
課

ａ
Ｏ
「
５
３
２
１
３
１
６
１
３
１

ね
り
お

町
で
は
今
年
建
設
し
て
い
る
公
営

住
宅

（標
津

・
若
車
団
地
４
戸
、

川

北

・
寿
団
地
２
戸
）
の
入
居
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

次
の
入
居
条
件
に
該
当
し
、

入
居

を
希
望
さ
れ
る
力
は
、

何
月
７
日
働

ま
で
に
役
場
建
設
課

・
住
宅
管
理
係

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

《入
居
資
格
》

④
入
居
申
込
時
に
標
津
町
内
に
居
住

し
て
い
る
方
、

ま
た
は
町
内
に
勤

務
先
が
あ
る
方
。

②
現
在
、

同
居
し
て
い
る
親
族
が
あ

る
方
。

た
だ
し
、

将
来
同
居
す
る

予
定
の
親
族

（内
縁
関
係
、

結
婚

予
定
者
を
含
む
）
が
あ
る
方
。

め
る
基
準
に
該
当
す
る
方
。

④
現
在
、

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
が
な
力
。

③
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方
。

寿

団

地

右
車
団
地

団
地
名

６４

・
８０

荷

閉

４８

げ

床
面
績

３
８
、

○
○
○
円

３
８
、

○
○
○
円

家

賃

※
入
居
可
能
日
は
１１
月
下
旬

〇
申
込
方
法

役
場
建
設
課
に
備
え
付
け
の
入
居

申
込
書
に
結
５
証
明
書
を
添
え
て
、

建
設
課
住
宅
管
理
係
へ
提
出
し
て
下

さ
い
。

な
お
、

詳
し
い
こ
と
は
役
場
建
設

課
ま
で
あ
尋
ね
下
さ
い
。

電
話
２
１
２
１
３
「

内
線
２
２
４

全
国
曲
に
殺
人
事
件
や
幼
児
誘
拐

事
件
、

車
両
を
使
用
し
た
金
融
機
関

被
害
の
強
盗
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。中

標
津
警
察
署
管
内
で
も
空
き
実

自
動
車
盗
な
ど
の
事
件
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

特
に
次
の
こ

と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

④
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と

②
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
／

③
被
害
に
遷
っ
た
と
き
は
妙
ぴ
届
出

を
ノ

④
「事
件
か
な
？
」と
思
っ
た
ら
、
「

「
Ｏ
番
通
報
を
／

◎
指
名
手
配
犯
人
の
検
挙
に
ご
協
力

を
／

（中
標
津
警
察
署
）

１０
月
か
ら
簡
保
制
度
改
正

平
成
４
年
側
月
か
ら
新
た
に

「職

域
保
険
」
を
新
設
す
る
ほ
か
、

生
存

保
険
付
養
老
保
険
に
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ

の
も
の
を
加
え
る
な
ど
、

簡
易
保
険

の
一
層
の
充
実
・
向
上
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

●
職
域
保
険
の
新
設

蕎
壮
年
層

・
職
域
の
充
実
を
図
る

た
め
、

自
動
霊
新
制
度
を
導
入
し
た

保
険
期
間
１
年
の
職
域
向
け
の
定
期

保
険
と
し
て
新
設
し
ま
し
た
。

●
生
存
保
険
金
付
速
老
保
険
の
改
善

量が
串

げ
ま
し
た
。



面
接

・
身
体
検
査

▼
特
典
　
高
卒
同
等
資
格
付
５
、

４

級
海
技
士
国
家
試
験
の
う
ち
筆
記
試

験
免
除
。

卒
業
後
６
ヶ
円
の
乗
船
実

習
科
へ
進
め
ま
す
。（帆

船
等
で
遠
洋

航
海
へ
行
き
ま
す
。

無
料
）

運
輸
省
海
技
大
学
校
（
２
年
間
）
ヘ

筆
記
試
験
免
除
で
入
学
で
き
ま
す
。

▼
奨
学
金
等
　
月
額
２
万
３
干
円

・

生
徒
寮
完
億
（食
費
等
２
万
８
干
円
ヽ

詳
し
＜
は
、

小
縛
海
員
学
校
教
務

課

（小
縛
市
桜
３
丁
目
劉
―
「
・
ａ

０
４
３
４
‐
５
４
‐
２
■
２
２
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
１
１
９
番
の
日
」
と
は
、

消
防

と
住
民
と
の
結
び
つ
き
を
象
徴
す
る

タ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
パ
ー
に
ち
な
み
、

衝

年
何
円
９
日
を

「
１
１
９
番
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

住
民
生
活
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、

消
防
に
対
す
る
住
民

の
理
解
と
認
識
を
深
め
防
火
意
識
の

高
揚
と
防
米
体
制
の
縫
立
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

１
、
「
１
１
９
番
」
へ
の
正
し
い
通

報
の
し
か
た

０
何
が
起
き
た
の
か
を
は
っ
き
り
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

「火
事
で
す
ヽ
救
急
で
す
」

④
火
災
の
場
合

住
所

・
氏
名

・
目
標
と
な
る
も
の

ど
こ
か
ら
米
が
出
た
か
を
は
っ
き

り
伝
え
て
下
さ
い
。

②
救
急
の
場
合

住
所

・
氏
名

・
目
標
と
な
る
も
の

な
ど
、

は
っ
き
り
と
伝
え
て
下
さ

い
。

２
、

公
衆
電
話
か
ら
の
通
報
の
仕
方

０
緊
急
通
報
ボ
タ
ン
が
つ
い
て
い
な

い
も
の

（赤

・
ピ
ン
ク
電
話
）

そ
の
ま
ま
タ
イ
ヤ
ル

（
４
１
９

番
）
し
て
も
、

消
防
署
で
は
通
報

者
の
声
が
聞
こ
え
な
＜
話
が
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。

電
話
機
を
　
管
理

し
て
い
る
人
に

「カ
ギ
」
で
切
り

替
え
て
も
ら
い
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
下

さ
い
。

★
皆
さ
ん
、

家
庭
や
職
場
で
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
話
し
合
い
を
持

た
れ
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

（標
津
消
防
署
）

ヽ
じ

一屋
用
保
険
制
度
の
趣
旨
は
、

失
業

者
の
生
活
の
安
定
と
求
職
活
動
の
援

助
に
あ
り
ま
す
。

「
用
は
、

一屋
用
保
険
制
度
を
正
し

＜
理
解
し
て
い
た
だ
く
円
間
で
す
。

―
事
業
主
の
皆
様
へ
―

●
届
出

・
報
告

・
証
明
は
あ
り
の
ま

ま
を
正
確
に
７
手
続
は
速
や
か
に

●
従
業
員
の
曽
さ
ん
に
屋
用
保
険
の

正
し
い
理
解
を
／

１
雇
用
保
険
受
結
者
の
曽
さ
ん
へ
―

●
失
業
認
定
申
告
書
は
あ
り
の
ま
ま

正
確
に
／
正
し
く
申
告
し
、

正
し

く
受
綺
し
ま
し
よ
う
／

曽
様
か
ら
の
ご
憲
見

・
ご
質
問
な

ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、

次
の

「相
談
窓
□
」
へ
遠
慮

な
く
お
尋
ね
＜
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ね
む
ろ

（根
室
公

共
職
業
安
定
所
）
ａ
０
４
５
３
２
１

３
１
２
４
６
１
、

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ

対
ワ
中
標
津

（中
標
津
ゐ
窒
）
ａ
①

ｌ
５
３
フ
ー
２
１
２
５
４
４
ま
で
。ぬ

●
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
北
方
領
土
返
還

運
動
啓
発
費
と
し
て

●
標
津
フ
オ
ー
ク
タ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

は
標
津
町
体
育
文
化
振
興
基
金
と

し
て

●
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
実
行
委

員
会
は
標
津
町
体
育
文
化
振
興
基

金
と
し
て

●
聖
友
標
津
支
所
は
活
動
資
金
と
し

て
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
湯
浅
清
吉
さ
ん
は
標
津
団
体
育
文

化
振
興
基
金
と
し
て

●
谷
藤
エ
イ
さ
ん
は
町
立
標
津
病
院

へ
医
療
機
器
購
入
費
と
し
て

０
日
村
慶
司
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や

め
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
染
覚
寺
仏
教
婦
人
会
は
福
祉
活
動

に
と
フ
オ
ル
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
的

●
阿
部
ト
ミ
さ
ん
は
中
央
公
民
館
図

書
室
へ
図
書
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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おくやみ申し上げます

氏    名 住  所 年  齢

日村 ヱ イさん 寿  町 82歳

本村 文 雄さん 住 吉 町 49歳

お誕生あめでとう

め な ま え 佳  所 保 護 者

ゆうか
神内 悠 花ちやん

桜 本 町 神内 義 輝

みつき
谷内 美 周ちゃん 伊 茶 仁 谷内 憂 悦

あやめ

河島 ネし芽ちゃん 東 川 北 河島 長 竹

ゆうや
網畑 栖 弥<ん

伊 茶 仁 細畑 一 義

あ い
高橋 彩 衣うやん

忠  類 高橋  功

さとし
星   聡 くん

茶志母パ
イロット 星  敏 夫

しぶさ
長酒 飛 映くん

曙  □ 長沼新―郎

か0み
竹村 佳 恭<ん

新川上□ 竹村 譲 沿



成
人
病
予
防
の
た
め
の

③
③
⑤
Ｏ
①

脂
肪
は
不
足
の
状
態
が
長
く
続
け

ば
脳
卒
中
や
高
血
圧
を
起
こ
し
や
す

く
、

反
対
に
摂
り
過
ぎ
て
い
る
と
心

臓
病
や
大
腸
が
ん
等
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

脂
肪
に
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類

あ
り
ま
す
。　

一
つ
は
魚
を
除
く
動
物

性
の
脂
肪
。
も
う

一
つ
は
植
物
性
の

油
と
魚
の
脂
肪
グ
ル
ー
プ
で
す
。

植

物
油
グ
ル
ー
プ
は
、

血
管
に
詰
っ
た

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
洗
い
流
し

善
玉
ヨ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
ま

す
。

逆
に
動
物
性
脂
肪
は
、

悪
玉
ヨ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
て
動
脈
硬

化
を
促
進
し
て
し
ま
い
ま
す
。

従
っ
て
脂
肪
は
量
だ
け
で
な
く
、

質
に
つ
い
て
も
充
分
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

Ｏ
動
物
性
脂
肪

・
植
物
油

・
魚
油
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
／

だ卜月旨
臓肪
病を
予減
防ら

し
て

(Eコ)

さんまには悪玉コレステロー

ルを追い出すEPA・ DHAと

いう脂肪酸がたっぷ りありま抗

たっぷ りの野菜 といっしよに食

べると、より効果的です。

ブロッコリは小房に分け、 ラ ップ

子椎茸 とだし昆布は水 4カ ップで

軟らか くします。 (つけ汁は使う

ので捨てない。)

①

大根は4 cm厚さの輪切 りにし、夏

に6等 分 します。

駈 夕料t
釣

②寮
0餞 c

点ミ号
ピ雲
号号1塩水

さんまは頭 と尾を取 り、ハラワタ

を取 り出し、筒切 りにします。

①
名

の

④

⑤

淫′骨岳!:ち苫言fl格好「'iЪツコう

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ⅢI I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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∽
戻し'十
2 . 5カップ

鍋に①の昆布を敷き、一日大に切

った千椎茸と大根を入れ、つけ汁

を2.5カップ加えて煮ます。一煮立

ちさせたら調味料を加えて、大根

が軟らかくなるまで煮込みます。

①正油小さじ1を残しておく。

フッ素加工のフライパンをよく熱

し、油なしでさんまの両面をこん

がり焼 きます。

ここに④の煮汁と、残しておいた

正油 ・ねぎ・赤唐辛子 ・生姜を加

え、強火で3～ 5分煮詰めます。

仕上げにごまを振り、盛 り合わせ

ます。

1人分250カロリー、塩分1.3g



来年1月死に成人式を行いま坑
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
二
年
成

人
式
を
来
年

一
月
七
日
的
に
、

農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
う
予
定
で

す
。平

成
二
年
成
人
対
象
者
は
、

昭
和

四
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十

八
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
す
。

対
象
者
は
次
の
方
々
で
す
が
、

も

し
誤
り

（氏
名
の
誤
記

・
脱
落
等
）

が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
お
知
ら
せ
願

い
ま
す
。

な
お
、

ふ
だ
ん
他
市
町
村
に
お
住

み
で
、

当
町
の
成
人
式
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
も
ご
遠
慮
な
く
お
申
出

く
だ
さ
い
。

十

一
月
二
十
日
の
ま
で
に
、

教
育

委
員
会
社
会
教
育
課

（電
話
二
―
二

八
五
五
）
宛
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
若
車
町
　
柴

田
政
輝
く

ん
、

平
賀

尚
支

く

ん
、

坂
本

ル
ミ
子
さ
ん
、

吉

原
由
紀
子
さ
ん

▼
新
川
上
町

田
純

一
く
ん
、

日
哲
也
く
ん
、

木
靖
子
さ
ん
、

日
千
絵
さ
ん

▼
川
上
町
　
佐
々
木

一
史
く
ん
、

福

田
龍
く
ん
、

本
間
耕

一
く
ん
、

梅
野

智
生
さ
ん
、

工
藤
真
紀
さ
ん
、

小
林

さ
お
り
さ
ん
、

柴
田
真
由
美
さ
ん

本
年

一
月
の
成
人
式
か
ら

▼
曙
町
　
浅
野
剛
巨
く
ん
、

飯
島
彰

く
ん
、

佐
藤
金
吾
く
ん
、

花
房
修
く

ん
、

稗
貫
光
生
く
ん
、

三
浦
恵
く
ん

石
井
ひ
と
み
さ
ん
、

小
林
直
美
さ
ん

白
井
康
代
さ
ん

▼
栄
町
　
佐
々
木
康
人
く
ん
、

佐
藤

直
樹
く
ん
、

山
崎
忠
治
く
ん
、

尾
崎

美
紀
子
さ
ん
、

今
野
昌
代
さ
ん

▼
緑
町
　
大
山
仲
吾
く
ん
、

松
下
圭

司
く
ん
、

木
下
由
希
さ
ん
、

高
桑
暁

子
さ
ん
、

渡
辺
尚
美
さ
ん

▼
弥
栄
町
　
岩
原
康
之
く
ん
、

音
川

栄
治
く
ん
、

栗
原
肇
く
ん
、

杉
内
淳

二
く
ん
、

羽
生
尚
弘
く
ん
、

松
井
敦

く
ん
、

荒
屋
恵
美
さ
ん
、

佐
藤
奈
緒

子
さ
ん
、

山
崎
美
幸
さ
ん

▼
本
町
　
佐
賀
泰
志
く
ん
、

宇
佐
美

陽
子
さ
ん
、

菅
原
千
草
さ
ん

▼
鳩
ヶ
丘
町
　
主円
山

一
知
く
ん
、

小

野
歩
く
ん
、

千
葉
香
理
さ
ん
、

中
野

康
子
さ
ん

▼
双
葉
町
　
朝
倉
圭
二
く
ん
、

音
川

敦
志
く
ん
、

川
上
剛
く
ん
、

白
井
貴

史
く
ん
、

大
藤
美
紀
さ
ん
、

熊
野
奈

央
美
さ
ん
、

神
内
千
鶴
さ
ん
、

高
田

香
子
さ
ん
、

皆
川
め
ぐ
み
さ
ん
、

渡

辺
糸
路
さ
ん

▼
桜
木
町
　
小
野
瀬
淳

一
く
ん
、

菊

池
千
里
く
ん
、

姥
名
志
保
さ
ん
、

小

林
鈴
恵
さ
ん
、

戸
村
恵
美
さ
ん
、

増

田
美
代
子
さ
ん
、

守
田
寿
子
さ
ん

▼
住
吉
町
　
一戸
田
幸
広
く
ん
　
　
　
黄

▼
東
浜
町
　
金
田
美
紀
子
さ
ん

▼
茶
志
骨
　
竹
野
邦
寿
く
ん
、

渡
辺

純
子
さ
ん

▼
東
茶
志
骨
　
山
本
憲
次
朗
く
ん

▼
茶
志
骨
パ
イ
ロ
ツ
ト
　
河
崎
健
く

ん
、

河
崎
靖
く
ん
、

合
田
昌
靖
く
ん

佐
藤
ま
ゆ
み
さ
ん
、

相
馬
洋
子
さ
ん

▼
伊
茶
仁
　
佐
賀
俊

一
く
ん
、

村
山

満
夫
く
ん
、

川
田
康
代
さ
ん

▼
忠
類
　
新
山
淳
く
ん

▼
燕
別
　
同
部
基
浩
く
ん
、

林
佑
子

一

さ
ん
、

間
野
は
る
み
さ

‐
ん
」才

▼
崎
無
異
　
中
野
由
佳
さ
ん

▼
首
多
糠
　
佐
藤
雅
直
く
ん
、

斎
藤

美
香
さ
ん
、

境
さ
ゆ
り
さ
ん

▼
上
古
多
糠
　
曽
良
麻
理
子
さ
ん

▼
川
北
共
栄
町
　
加
藤
茂
樹
く
ん
、

小
松
田
三
行
く
ん
、

石
田
恭
子
さ
ん

伊
藤
美
和
さ
ん
、

小
日
原
志
保
さ
ん

東
海
林
ま
ゆ
み
さ
ん
、

高
井
恵
美
さ

ん
、

西
晴
美
さ
ん

▼
川
北
寿
町
　
木
庭
慎
也
く
ん
、

角

田
川
幸
幸
く
ん
、

能
戸
勝
弘
く
ん
、

小
田
鳴
美
穂
さ
ん
、

間
郷
当
さ
ん
、

木
村
美
香
さ
ん
、

能
代
操
さ
ん
、

原

鳴
美
由
紀
さ
ん
、

渡
辺
香
織
さ
ん

▼
川
北
旭
町
　
星
山
光
幸
く
ん
、

吉

田
大
輔
く
ん
、

池
田
由
香
里
さ
ん
、

斎
藤
律
子
さ
ん
、

志
道
真
希
さ
ん

▼
川
北
桜
ヶ
丘
町
　
石
井

一
貴
く
ん

宮
谷
武
範
く
ん
、

中
村
美
智
子
さ
ん

野
ロ
ル
ミ
さ
ん

▼
南
川
北
　
井
関
浩
二
く
ん

▼
北
標
津
　
黒
川
新
悟
く
ん

▼
西
北
標
津
　
士口
田
栄

一
く
ん

猪
狩
圭

一
く

ん
、

仙
石
昭
彦
く

ん
、

山
下
美

輝
さ
ん
、

外
崎
真
美

さ
ん
、

）

新 梅 中 椎



ありさ

工藤鰭勲さんちの有紗ちゃんは脩の
蕪 別 0

●生まれた時の身長 ・体重 |よ―一。

身長/48 0cm  体 重/3,195基
●最近の身長 ・体重ほ―一。

二計長重/69 3cm    ク 目ヽ昌/9 2Kg
●どんな子に育つてほしいですか。

「元気で明るい普通の子に育つてほしい」とめ

Bさ ん。

寝起きの高紗ちゃんで したが、カメラを向ける

と 「ニッコ リ」。今までほとんど風邪をひいたこと

がなしヽ、という健康で愛きようたつぷ りの玄の子。

動物が大好きで、近所の犬に近付しヽては犬の毛

をむしり喜んでいるとか… ?。 <れ ぐれも犬には

気をつけて元気に育つてネ。

四係栄養士

高
脂
血
症
の
食
事
③

（
合
併
症
が

あ

る
と
き
〕

高

脂
血
症
と
他

の
病
気
を
併
わ

せ

て
持

っ
て

い
る
人

は
少
な
く
あ

り
ま

せ
ん
。

今
月
は
、

種

々
の
合
併
症

の
食
事

療

法
を
紹
介

し
ま
す
。

●
肥
満

≡
脂
肪
肝
が

あ
る
と
き

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
制
限
し
、

減
量

し

ま
す
。

（体
重

ｌ
ｋｇ
当

り

２０
ヵ

ロ
リ

ー
）糖

分
の
多
い
食
品
を
減
ら
し
て
、

ジ

た
ん
ぱ
く
質
源
と
野
菜
を
増
や
し
ま

す
。

●
高
血
圧

第

一
に
減
塩
で
す
。

（１
日
７
ｇ

以
下
）
野
菜

・
海
革
を
充
分
に
摂
っ

て
カ
リ
ウ
ム
を
補
給
し
ま
す
。

植
物

油
と
魚
油
を
積
極
的
に
摂
っ
て
脳
出

血
を
予
防
し
ま
す
。

●
糖
尿
病

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
制
限
し
、

ヨ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
を
控
え
ま

す
。

又
、

糖
分
の
多
い
食
品
・
甘
い

も
の
を
控
え
、

野
菜

・
海
草

・
き
の

こ
等
の
食
物
繊
維
を
多
く
摂
り
ま
丸

●
腎
臓
病

・
精
風

食
塩
を
制
限
し
ま
す
。

腎
不
全
が
あ
る
と
き
は
、

た
ん
ぱ

く
質
を
制
限
し
て
、

不
足
分
を
植
物

油

・
魚
油

・
糖
質
で
補
い
ま
す
。

痛
風
の
場
合
は
、

減
塩
と
合
わ
せ

て
野
菜
を
充
分
摂
り
ま
す
。

又
、

水

や
お
茶
な
ど
甘
く
な
い
水
分
を
充
分

に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

以
上
が
お
お
ま
か
な
合
併
症
の
食

事
療
法
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

合
併
症

が
あ
る
場
合
は
、

栄
養
指
導
を
受
け

て
調
理
の
工
夫
等
、

食
生
活
の
改
善

を
図
り
ま
し
ょ
う
／

く成人4日1人分の目安量〉

筋
肉
・骨
・血
液
と
な
る

魚 … l切分

か
ら
だ
の
調
子
を
整
る

キャベツ…大奏 2枚

肉… 1切 分 キュウ リ… l 本

づ口  |コ ダイコンで品

豆腐…%丁
季節の果物
― リンゴ |コ程度

骨
や
歯
を
つ
く
る

牛乳… 1本

ぽ
ムミ銘そゑ,)

ご飯  4～ 5杯

Gどえ客:1易劉

シラス干し、
コウナゴ、
アミなど

ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る

か
ら
だ
の
調
子
を
整
る

ニンジン…小%本
砂糖
…大 さじ | ～ 2 杯

育葉…片手 1杯

(509程 度 )
植物油  …   大 さじ |-2杯



0

私
は
高
校
卒
業
後
、

札
幌

・
旭
川

弟
子
屈
と
移
り
住
み
、

昭
和
二
十
九

年
父
が
体
調
を
崩
し
た
の
を
機
に
、

標
津
町
に
帰
り
桜
木
町
で
測
量
業
を

し
て
い
ま
す
。

当
時
は
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
か

言
う
言
葉
が
流
行
し
、

若
い
測
量
士

が
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
会
社
も
若
い
技
術
者
は
必
要

と
し
て
い
ま
し
た
が
、

中
堅
ク
ラ
ス

の
技
術
者
は
居
ま
し
た
の
で
、

標
津

払
努

近
郊

に
は
私

が
働

け
る
職
場

は
あ

り

ま

せ
ん

で
し
た
。

前

の
会
社

の
関
係

で
何
社

か
得
意

先
を
持

っ
て

い
た
私

は
、

思

い
切

っ

て
自

分

で
仕
事
を
始
め
る
事

に
し
、

色

々
な
人

に
会

い
ま

し
た
。

遊

ん

で
ば
か
り

い
た
私

に
は
、

会

社
を
設
立
す

る
方
法
も
機
材

の
購
買

力
も
あ

り
ま

せ
ん

で
し
た

の
で
、

誰

か

に
力
を
借

り
る
必
要

が
あ

っ
た

の

で
す
。

そ
し

て
、

前
任

の
仕
事

の

つ

）

て
か
ら
力
を
借
り
る
事
が
出
来
、

仕

事
を
始
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
父
の
知
人
や
、

自
分

の
友
人
な
ど
、

色
々
な
人
達
に
力
を

借
り
た
り
、

助
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
今
日
ま
で
何
と
か
仕
事
を
続
け
て

来
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

生
活
し
て
行
く
上
で
人
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
身
を
持
っ
て
感
じ
て

来
ま
し
た
。

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
の

事
を
忘
れ
ぬ
よ
う
、

ま
た
助
言
や
お

叱
り
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
が
生
き
て
行
く
う
え
で
最
も
大

切
な
財
産
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が

り
、

家
庭
の
輪
だ
と
…
…
。

で
は
最
後
に
測
量
士
と
し
て
一
一三

土
地
の
境
界
線
は
自
分
の
財
産
の
権

利
を
主
張
す
る
大
切
な
印
で
す
。

大

切
に
保
存
し
ト
ラ
ブ
ル
の
無
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
次
の
あ
な
た
は
、

本
村
さ
ん
が
選

ん
だ
本
町
の
遠
藤
雅
博
さ
ん
で
す
。

来
↑
村

　
一定
さ
ん

緩
木
Ｕ

「ム価柳」

人□のうごき

平成4年10月1日現在
( )内は前月比

世 帯  数  2,220世帯(9)

人   □  6,899人 (10)

男   3,352人 (1)

女   3,547人 (9)

町内の交通事故

1 0周
( )内は累計

人 身 事 敵  0件 (ア件)
員 傷  者   0人 (10人)
死 亡  者   0人 (3人 )
物 損 事 故  48件 (166件)

死亡交通事故ゼロの日

184日00月20日現在)

ｍ
§
０
国

▼
め
酒
の
入
る
国
が
続
い
て
い

ま
す
。

広
報
を
担
当
し
て
三
年

三
カ
月
が
過
ぎ
、

サ
ツ
パ
リ
変

ら
ぬ
紙
面
に
シ
リ
カ
リ
反
省
し

て
い
ま
す
。

（反
省
は
サ
ル
で

も
で
き
る
？
）
そ
の
反
省
ほ
後

任
者
に
シ
リ
カ
リ
引
き
継
い
で

自
分
が
良
か
っ
た
こ
と
だ
け
―

ひ
と
つ
、

た
く
さ
ん
の
人
に
知

り
合
え
た
。

ふ
た
つ
、

写
真
が

好
き
に
な
っ
た
（見
る
・撮
る
）。

み
っ
つ
、

人
を
ほ
め
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
あ
る
が
紙
画
の
都

合
上
…
そ
ん
な
こ
と
で
お
酒
の

入
る
国
が
続
い
て
い
ま
す
。

取
材
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
任
担
当

者
を
ヨ
ロ
シ
ワ
。

　
（よ
し
ゆ
き
）

▼
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

前
任
者
同
様

一
生

懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、

皆

さ
ん
よ
ろ
し
く
。

　
　
（ひ
ろ
じ
）
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